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　コロナ禍　２０２１春闘でも大幅賃上げを目指そう！

　２１年１月１９日日本経団連は春闘対応指針である２０２１年経営労働政策特別委員会報告

（経労委報告）「コロナ禍で業績はまだら模様、横並びの「賃上げは現実的ではない」と指摘。

収益が増えた企業でも賃上げは「選択肢」との姿勢にとどめた。（２１、１，２１東京新聞）

　又、基本給については、『賃金引上げ（ベア）」を行なうことも選択肢となろう』

と容認。だが昨年同様、一律の配分ではなく、業績・成果による査定配分や、役割や貢献によ

る重点的配分を奨励している。手当については雇用期間の有無による不合理な格差がないか検

討を求めたほか、テレワークに必要な通信費などの費用の支援や、通勤手当の見直しを挙げる。

一時金については業績や評価に応じた配分を強調、業績悪化の企業には慎重な検討を呼びかけ

た。

　報告は、特定の仕事・職務、役割・ポストに人を割り当てるという「ジョブ型雇用」や、時

間・空間に縛られない働き方を広げる「働き方改革」の必要性を繰り返し強調。生産性向上を

実現し「賃金引上げのモメンタムを維持していくことが望まれる」とした。（２１、１，２３連

合通信・隔日版）

　　経団連（経労委）は社会の課題に向き合わず

　貧困や過労死がなく、安心して働ける賃金と雇用の実現こそ、日本社会が向き合うべき課題。

４５７兆円もの内部留保に象徴される配分の歪みの解消が必要だ。「ジョブ型雇用」や「働き

方改革」などで労働者は追い詰められている。

　世界の先進国と言われる日本の労働者の賃金が不当に低く抑えられている。何故なのか。資

本・経営の壁が厚いのか。社会保障・医療費の負担、消費税、各種税金など安くはない。暮らし・

生活を守るため賃上げは必要条件だ。労働者は「労働組合」に結集し、「大幅賃上げ」のため

奮闘しよう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芝崎　眞吾

ホームページ

http://unionpeace.main.jp/

メール

info@unionpeace.main.jp
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　1 月 18 日第 204 回通常国会 (150 日間 )

がやっと開会する。菅政権は、コロナ禍での

特措法、コロナ対策、財源などを保障する第

3次補正予算案組み換えなどの国会審議を避

けてきた。「このいのちをまもれ！学術会議

の任命拒否撤回！共謀

罪廃止！改憲手続法強

行するな！改憲反対！

1・18国会開会日行動」

が、1 月 18 日、衆議

院第 2 議員会館前で

行われた。コロナ禍でも国会を閉じてきた菅

政権の責任は重い。医療体制の緊急確立、休

業補償の徹底を国論の焦点に据えるべきだ。

450 人の労働者・市民が集まり、司会者の

菱山南帆子さんの国会へ響く「コロナ対策を

真面目にやれ！」「国民の命を守れ」「立憲野

党の皆さんの共闘を確認して頑張りましょ

う」の訴えで開会された。

　国会 19日行動が、 衆議院第 2議員会館前

を中心に行われた。菅首相は昨日の施政演

説 45分間の中でコロナについては 7分しか

述べず、国民の不安に応えず「希望」などを

連発して、何を指すのか？繰り返し、医療へ

の安全と安心を示すことはしない。立憲野党

( 立憲民主、共産、国民民主、社民 4党 ) は、

18 日、新型コロ

ナウイルス対策に

従事している医療

機関や福祉施設の

医師、看護師、職

員らに最大で 20

万円の慰労金を再

コミュニティ・ユニオンは、２月３日に首都

圏ネットワーク 一日行動を取り組んだ。エ

ントリーした 6争議組合の行動を電車で移

動して回った。①いすゞ自動車、②東芝、③

日本通運、④東映アニメーション、⑤リン・

クルー、⑥個太郎塾三ノ輪教室の６箇所であ

るが、ユニオン

ネットお互いさ

まに所属するO

さんは日通の労

給付する法案を衆院に共同提出した。給付対

象は保育所や幼稚園の職員、薬局の薬剤師に

も拡大する。拡大後の支給対象者は約 245

万人、必要な財源は 2700 億円程度を見込ん

でいる。

契法 18条の潜脱行為により、無期雇用転換

の権利取得を奪われた。昨年１０月に東京地

裁の不当判決により敗訴し、現在東京高裁に

控訴しており、３月１５日に開催される。

　当日は日通本社前に開始の分前になると

続々とのぼりを持った一日行動のキャラバン

隊が到着した。東京高裁で不当判決を覆し、

Ｏさんが堂々と職場に戻るため多くの支援に

より闘いが進められている。改めて、労契法

１８条が有期雇用労働者の雇用不安を解消す

るために作られた法律であることを認識し、

東京高裁に公正な判決を求めている。

国会前行動

日通本社前

日通本社前

１９国会行動
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　1 月 20 日の夜、京葉ユニオン第 2 回総

会が船橋市内で開かれた。総会の始まりは

二瓶久勝委員長が檄を飛ばし元気をつけた。

「GoTo キャンペーンで税金を使い、人と人

の接触で感染を増やした。経済の落ち込みは

弱者をますます困窮に導いている。政府は何

ら対処しない。おろそかにしている。千葉県

の下からの運動構築で展望を見い出したい。

頑張りましょう」。

　続いて記念講演が行われた。「コロナ禍の

中で民族教育」のテーマで、千葉朝鮮初中級

学校長の金ユソプさんに話していただいた。

1月 28 日、12:00「格差容認の最高裁判決

を乗り越えよう！ 均等待遇の実現を勝ち取
る 1・28 集 会 」 が、

参議院議員会館で開か

れた。会場は 50 人に

制限して、ZOOM を

活用した。内容は、昨年 10月 13 日、15日

の最高裁５判決を踏まえ、正規と非正規雇用

　1 月 29 日、東京高裁でユナイテッド不

当解雇撤回、現職復帰を求める第 4回口頭

弁論があった。開廷に先立ち東京高裁前で

13:30 から、情宣行動が行われた。13 時を

回ると支援する労働組合、労働者たちがのぼ

り旗を掲げ集まってきた。高裁門前は 100

の格差 ( 賞

与、退職金)

を合理的と

した不当判
決に抗し、講演と原

告等から不当判決を

乗り越えようと報告

がされた。その後野

党共同の「改正法律案」が作成されている。

人の支援者集ま

り、公正な裁判

を求める声を上

げた。当該組合

と原告の千田さ

ん、吉良さんか

ら闘いの決意が

語られた。

　コロナ禍でも奮闘するユニオンは少なくありませ

ん。「解雇・雇止め」「休業補償をしない」「賞与カッ

ト、大幅賃金ダウンをするな」「労働者の生活を守れ」

等々の声を大にしています。

　ユニオン平和は、「平和フォーラム」の一員として、

「平和・人権・環境」の理念の下、労働者の連帯に

より健康で働き続ける職場環境の改善、反原発運動、

環境運動に結集する仲間とスクラムを組み、平和と

民主主義を願う労働者と奮闘する決意で前進しまし

た。コロナ禍ではありますが、密に配慮をして、下記

の日程で第３回総会を開催したします。

：３月４日（木） １５：００～

：神保町区民館３階Ａ室

※メッセージ送付先

：info@unionpace.ain.jp

： 03-5577-7263

参院会館会議室

会場は５０人に制限

望月さん（お互いさま）

東京高裁前行動

第２回総会会場
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

　1 月 19 日最高裁

で「非正規格差 賞

与不支給は不合理に

当たらず 」またも

や 20条不当判決！

　契約社員と正社員

に待遇の格差があるのは不当だと、井関農機

のグループ会社で働く契約社員が訴えた裁判

で、最高裁判所は、双方の上告を退ける決定

をし、賞与が支給されないのは不合理な格差

に当たらないとした。手当については賠償を

命じた判決が確定した。

　松山市の大手農機具メーカー「井関農機」

のグループ会社 2社で働く契約社員 5人は、

正社員と同じ仕事をしているのに賞与や家族

手当、住宅手当などが支給されないのは不当

だと、会社を訴えていた。2審の高松高等裁

判所（19年 7月 4日）は、家族手当などに

ついては「支給しないのは不合理な格差だ」

として賠償を命じた一方、正社員への賞与支

給は「有為な人材を獲得し定着を図る目的で、

合理性がある」と指摘。年２回、契約社員に

５万～１０万円の「寸志」を払っていること

も踏まえ、格差が違法とは認めなかった。

　

　何なんだ日本の司法は、怒りと悔しさが！

最高裁は小林勝労契法20条裁判の上告棄却・

不受理を通知してきた。

　一連の最高裁 20 条裁

判の不当判決が止まな

い。経営者と裁判所が一

緒にやってくれる「例外

と原則」( ブレヒト戯曲 )

を地でゆく。弁護団から

は「今後の対応については後日とさせていた

だきます」とコメントが出された。

　1月 22 日、最高裁判所第２小法廷（三浦

守裁判長）は、裁判官 ( ４人）全員一致の意

見で決定したと上告人に送付されてきた。

井関農機原告団

小林勝原告

　労契法２０条裁判の最高裁判決が先陣の２

判決、昨年１０月の５判決、そして井関農機、

中央学院大と９判決が出された。一部手当て

の容認もされたが、共通しているのは賞与 ･

退職金・基本給の拒否である。郵政での勝利

を拡げ進めると同時に企業内の身分差別を雇

用慣行として社会的に認めるような最高裁判

決は許せない。判決後の闘いを進めよう。


